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方言班

列島内部に存在してきた様々な
地域社会が、どのような資源管理
と環境利用をしてきたかについて
、食のデータベースならびに植物
方言地図をもとに社会言語学的
観点から検討する。



方言班の取り組み
０６～０７（０８）

『日本の食生活全集』（農文協）をもとにした
データベース作業と可視化作業

０７～０９

『日本植物方言集成』（八坂書房）をもとにし
たデータベース作業と地図化作業
データベース作業が完了し、地図化作業に着手すること
によって、列島内部に存在する東日本と西日本・北日本
と南日本の地域特性を反映した植物方言の差異ならび
に利用の差異が明確になってきた。



補完データによる作業

• 『日本植物方言集成』のデータを補完する
ため、農林省が昭和25年に調査した農林
省統計調査部編集（1951）『農作物の地方
名』（農林調査資料27集）をデータベース

化し、列島内部に存在する自然環境の差
異とそれへの適応戦略について、植物の
資源利用という観点からアプローチした。





植物方言集成データベース





















日本の食生活史









商品経済・貨幣の浸透

• 今いちど、「欲と運命（さだめ）」関係に注目

• 中世から近世、近世前期から中期

• 地域レベルの環境適応と資源管理システ
ム



• （「大豆一粒の光リ堂」『日本永代蔵』）

「もし、煮豆に花の咲事もや」と待しに、物は
浮ふまじき事ぞかし。其夏、あをあをと枝茂
りて、秋は自から実入て、手一合にあまるを
、溝川に蒔捨、毎年かり時を忘れず、次第に
かさみて、十年も過て、八十八石になりぬ。
是にて大きなる灯寵を作らせ、初瀬海道の闇
を照し、今に豆灯寵とて、光りを残せり。諸
事の物、つもれば、大願も成就する也。







• 環境利用・資源管理の関係を考えるうえで、貨幣
経済の浸透ならびに資本主義経済進展による地
域の流通や経済構造の変容といった視点は欠く
ことの出来ない観点。

• 近世以降、大きく進展した畿内先進地域と地方と
の関係を「カネ」という観点から凝視することで、
日本列島における人間－自然相互関係の歴史
的・文化的検討が、大きくすすむものと考える。



• 2010年２月20日（土）

• 富山大学人文学部にて

• 「植物の地域名称とその特質」を開催予定

湯本貴和氏（地球研）

篠原徹氏（人間文化研究機構）

大西拓一郎氏（国立国語研究所）


